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介
護
保
険
施
設
に
は
三
種
類
あ
り
ま
す
。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

心
身
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常

時
介
護
を
必
要
と
し
、自
宅
で
の
生
活
が

困
難
な
人
の
た
め
の
施
設
で
す
。
入
浴
や

排
泄
な
ど
日
常
生
活
上
の
介
護
を
受
け
な

が
ら
生
活
し
ま
す
。

②
介
護
老
人
保
健
施
設

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
自
宅
で
の

生
活
に
復
帰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
入

所
す
る
施
設
で
す
。
定
期
的
に
自
宅
で
の

生
活
が
で
き
る
か
検
討
し
な
が
ら
、日
常

生
活
上
の
世
話
の
ほ
か
に
看
護
や
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

病
状
が
安
定
し
て
お
り
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
人
の
た
め
の
施
設
で
す
。
病

院
の
療
養
病
床（
介
護
病
棟
）な
ど
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
、サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
割
分
に

加
え
食
費
や
居
住
費
、お
よ
び
そ
の
他
の

日
常
生
活
費
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
が
、世
帯
全
員
が
非
課
税
の
人
な
ど
の

所
得
の
低
い
人
は
申
請
に
よ
り
食
費
と
居

住
費
の
一
定
額
を
超
え
た
分
が
保
険
給
付

さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
の
ほ
か
に
も
特
定
施
設

と
さ
れ
る
一
部
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ

ア
ハ
ウ
ス
な
ど
で
は
そ
の
施
設
内
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
施
設
入
居
の
た
め
の
条
件
や
金
額
は

施
設
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
入
居
を
考

え
る
際
に
は
本
人
が
今
後
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
て
い
き
た
い
か
も
含
め
て
施
設
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
っ
と
身
近
に
　
介
護
情
報
　

国
民
年
金
に
は
、老
後
の
た
め
の
老
齢

基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
障

害
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
の
は
、

国
民
年
金
法
で
定
め
ら
れ
た「
一
級
」も

し
く
は「
二
級
」の
障
害
の
状
態
と
な
っ

た
と
き
で
す
が
、障
害
基
礎
年
金
を
請
求

す
る
前
提
と
し
て
、い
く
つ
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、資
格
と
納
付
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
ず
、資
格
の
要
件
で

は
、初
診
日（
※
）が
国
民
年
金
加
入
中
の

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

か
、と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
次
に

納
付
要
件
で
は
、二
十
歳
か
ら
初
診
日
の

あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
に
三
分
の
二
以

上
の
納
付
が
あ
る
こ
と（
免
除
期
間
も
含

む
）、ま
た
は
初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
過
去
一
年
間
に
、保
険
料
に
未
納

が
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、必
ず
初
診
日
よ

り
も
前
に
納
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
免
除
申
請
も
同
様
に
初
診
日
よ

り
前
に
申
請
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
受
給
す
る
た
め
の
納
付
要
件
を
満

た
さ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、後
か
ら
支
払
っ

た
り
、免
除
申
請
を
し
た
り
し
て
も
、納

付
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。も
し
も
の
と
き
に
不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
普
段
か
ら
納
期

内
に
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
初
診
日
と
は
、障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
で
初
め
て
病
院
に
か
か
っ
た

日
の
こ
と

部ごとに部を取り巻く課題・問題点、それを解決するため
の方針・重点目標など平成２２年度の経営方針を紹介します。
今月は行政経営推進室です。

平成２２年度経営方針　行政経営推進室

高齢者サービス課
（福間庁舎）
☎４３・８１９１

●市民課（福間庁舎）  ☎４３・８１２７

福津市民の窓口

福津市市民課から福津市市民課から

障害基礎年金をご存じですか
①

庁内会議の一部に、硬直化や形骸化などがみられ、
議論が十分に展開されていなかったり、問題解決や
合意形成を促進する技術が不足したりしている。

効率的・効果的な会議の進行や資料などの作
成、活用を学ぶ。実務の中心となる係長・主幹
を重点に、認識（理論）と実践を交えて、全庁的
なプロジェクトに取り組む。

市が行った事務事業を振り返り、点検・評価す
る事務事業評価、および施策評価を実施す
る。また、評価結果を翌年度の予算編成や実
施計画策定などに反映させられるよう、PDCA
サイクル（行政経営サイクル）を確立する。

行政評価
推進事業

施策・事業名 事業概要 現状値（年度） 目標値
（平成22年度末）

②
市の施策を効果的に実施していくため、市民は市
の施策をどのようにとらえているか、市民の要求
にかなうものかを測定し検証する必要がある。

③

④

⑤

総合計画に掲げる将来像や目標の実現に向け、限
られた財源の中で、必要とされる事業を効率よく
実施する必要がある。

事務事業を総合的に確実に推進するためにＰ（計画）Ｄ（実施）
Ｃ（点検・評価）Ａ（改善）サイクルの徹底を図り、まちづくりの方針
を確実に実現するために、施策評価を実施する必要がある。

会議のあり方、進め方を見直すことで、より活発な議論
を促し、会議の活性化と質（時間・中身・関係性）を高
めるため、「会議改革プロジェクト」に引き続き取り組む。
市の施策に対する市民の意見や意向、満足度を測
る基準として、総合計画等検証事業（市民アンケ
ート事業）に引き続き取り組む。
事務事業の目的であり、政策を実現するための手段である「施
策」を評価する仕組みを稼働させて、予算配分の判断材料と
なるよう、事務事業の貢献度、優先度などを把握し活用する。

中期財政見通しとリンクした“総合計画実施計画”を
策定し、事業にかかる経費や期間、財源を明確にし
て、計画的に市の経営を図っていく羅針盤とする。

1. 部を取り巻く現状と課題・問題点

3. 重点目標を達成するため平成２２年度に実施する主な施策・事業

課題
No.

課題
No.

会議改革
プロジェクト1

5

3

No.

行政経営白書
作成事業

総合計画（平成１９～２８）に掲げる６１項目の約束と総合的
推進を図るため目標（値）を掲げ、現在、取り組み中の行
財政改革大綱実施計画（平成19～23)と、集中改革プラ
ン（平成17～21）を合わせた計194項目について“行政経
営白書”としてまとめ、市ホームページなどにより公表する。

検証項目194項目、
市公式ホームページ
アクセス数500件
（平成21年度）

研修修了者
75人／年
（平成21年度）

研修終了者100人／
年（延べ研修修了
者175人/2か年）

770事務事業公表、
施策評価試行6施
策（平成21年度）

780事務事業公表、
施策評価導入（22
施策）

2. 課題や問題を解決するための方針・重点目標

①

②

③

⑤

総合計画では、基本方針ごとに６１項目の約束
（数値目標）を設定している。その取り組み内容
を、地域自治のまちづくりの歩みとして、対外的
に説明・報告していく責務がある。

総合計画の進捗状況と達成度を毎年、検証する。
行財政改革大綱実施計画、集中改革プランと合わ
せた194項目について取りまとめ、進捗状況と今
後の推進方針や取り組み計画を公表する。　

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

施
設
入
所
対
象
者
は
、要
介
護
１
か
ら
要
介

護
５
と
認
定
さ
れ
た
人
で
す
。

総合計画
実施計画
策定事業

総合計画実施計画は、毎年、対象事業の評
価調書を作成し、事業内容（対象・手段・意
図・事業費など）を把握し、財源の調整を図
る。計画期間は５年を単位とし、毎年度作成
し、中期財政見通しとリンクさせ、ローリング方
式により見直しを行う。

実施計画計上143事
業、実施計画期限の
基金繰入額
41億3千万円（平成
19～26）
（平成21年度）

実施計画計上140事
業、実施計画期限の
基金繰入額、まちづ
くり基金保有額を上
限（平成19～27）

検証項目194項目、
市公式ホームページ
アクセス数600件

4 ④

市の施策に対する市民の意見や意向、満足度
などを収集し、市政に反映させ、施策評価の
成果指標として活用する。年１回、無作為に抽
出した市民を対象にアンケート調査を行う。

2 総合計画等
検証事業

2,000人
回収率50.6％
（平成21年度）

回収率50％以上
成果指標把握率
100％



食育・子ども

郷育推進課（津屋崎庁舎）
☎５２・４９６９

場所　図書館おはなしの部屋
問い合わせ
①④ふくつ語りの会
代表　渡辺満子　☎４３・３４１１
②お日さまのうたサークル
代表　石橋利枝　☎４２・５０６１
③子ども劇場・おはなしの国
 　　　　　　     ☎４３・０７１５

日時　子ども向け　毎月  第２・４土曜日　１１：００から
　　　大人向け　　毎月  第１・３日曜日　１４：００から
場所　２階視聴覚室
　
　
日時　赤ちゃん向け（木曜おはなし会０１２）
　　　毎月  第２木曜日　１１：００から
　　　低学年児童向け　毎週  日曜日　１５：００から
場所　児童書コーナー奥のおはなしの部屋

絵本の読み聞かせ

映画会

市立図書館　☎４２・８０００図書館には、新しい本やDVDなどたくさん入ってきています。ご利用ください。

本・ＣＤ・ＬＤ・ＤＶＤ・ビデオ紹介

図 書

②１２月１１日（土）
　１５：００～１５：３０
　「１２月のおくりもの（紙芝居）」
　「アンパンマンとカレーをつくろう」

④１２月１８日（土）
■幼児～小学生（低学年）
　１５：００～１５：３０
　「ちいちゃい　ちいちゃい」
■小学生～大人
　１５：４０～１６：１０
　「びんぼうがみとふくのかみ」

■小学生（低学年）～大人　
１５：４０～１６：１０
　「エパミナンダス」

③１２月１６日（木）
　１１：００～１１：３０
　絵本やわらべうたなど

①１２月４日（土）
■幼児～小学生（低学年）　
　１５：００～１５：３０
　「おいしいおかゆ」
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「
第
五
回
福
津
市
食
育
推
進
条
例（
仮
称
）

制
定
審
議
会
」が
、十
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、

第
四
条
以
降
の
条
文
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま

し
た
。

第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
の
審
議
会
の
議

論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、最
終
条
文
ま
で
の
暫

定
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

審
議
の
中
で
各
委
員
が
特
に
注
意
し
た

点
は

一
、市
民
が
気
軽
に
食
育
に
取
り
組
め
る
内
容

二
、市
民
が
食
育
に
取
り
組
む
に
当
た
り
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
な
る
内
容

三
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が
分
か
り

や
す
い
条
文
の
三
点
で
し
た
。

こ
の
暫
定
案
を
各
委
員
が
再
度
検
討
し
、

最
終
的
な
素
案
を
作
り
上
げ
、市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
し
て「
市
民
意
見

公
募
手
続
」に
よ
り
こ
の
素
案
に
対
す
る
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
条
例
制
定
に
参
画
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、よ
り
よ
い
条
例
を
制
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、先
月「
食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の
人
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り

て
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ

か
ら
集
計
と
分
析
作
業
を
行
い
、必
要
に
応

じ
て「
食
育
推
進
計
画
」の
見
直
し
を
行
う
予

定
で
す
。計
画
の
見
直
し
が
終
わ
り
次
第
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。条
例
と
合
わ
せ

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
食
育
の
取
り
組
み
に
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
五
回
福
津
市
食
育
推
進
条
例（
仮
称
）制
定
審
議
会

市内アンビシャス広場活動紹介～つやざきアンビシャス広場～

津屋崎小学校を拠点に開設して9年、毎週火・水・木
曜日の放課後が開所日です。
子どもたちは、学校が終わるとアンビシャスカード

を手に広場のある“多目的ホール”にやって来ます。子
どもたちは、広場で待っている地域やＰＴＡの推進員
の人にあいさつをし、《アンビシャス広場のやくそ
く》を読み上げます。「きれいなことばで話そう・使っ
たものは片づけよう・あいさつをしよう」と、基本的な
ことですが子どもたちには心に留めておいてほしいと
思っています。
現在、男子の参加者が多く、ドッジボールやミニ野

球がブームです。1,2年生の参加が多く、高学年はな
かなか広場にやって来ません。でも、高学年の子ど
もたちが来ると、いつもの遊びがグレードアップし
て、より楽しくなります。 高学年と低学年の子どもた
ちが一緒になって、楽しく遊んでいることがアンビシ
ャス広場の良さだと思います。

１０月７日は、『秋休み1日アンビ』をしました。 秋
晴れの空の下、わかたけ広場でドングリや栗を見つけた
り、野球をしたり、一日思いっ切り遊びました。最後
は、高学年の子の提案でリレーをしました。さわやか
な風の中を走り抜けていく子どもたちは一生懸命で、参
加したスタッフも楽しい時間を共に過ごしました。

（広場代表～宗岡）

＊つやざきアンビシャス広場＊
・平成 14 年に津屋崎小学校内に広場を開設。
・開催日は、火・水・木曜日の放課後（17 時まで）。
月 2 回の土・日曜日には、さまざまな体験活動を実施。

「サイン」　
ＤＶＤ

いきいき健康課
（ふくとぴあ）
☎３４・３３５１

女の呪いによって深い眠りについてし
まったオーロラ姫が、フィリップ王子の運
命のキスで目覚める、誰もがよく知るロ
マンチック・ストーリー。ディズニー・プリン
セスの中でも、特に優雅で気品にあふ
れるオーロラ姫をぜひご覧ください。

「眠れる森の美女」
ＤＶＤ

A V

イラストレーター、モリナガ・ヨウが、道
路、トンネル、地下鉄、橋、ダムなど、全
国２１か所の土木工事の現場を突撃し、
イラストでルポ！工事現場見学が追体験でき
ます。土木の基礎知識も収録されているの
で、土木の入門書としても使えます。

「モリナガ・ヨウの土木現場に行ってみた！」
モリナガ・ヨウ

アスペクト

「しかはつのがりっぱ」「やぎはおちちがたく
さんでる」「くまは森でいちばん大きい」「さるは
きのぼりが上手」。ぼくたちは大きくなったらど
うなるの？こぎつねたちが尋ねます。
自分の存在の大切さや、受け継がれる命
の尊さ、家族愛を伝える絵本。

「ぼくがおおきくなったら」
いもと　ようこ

佼成出版社

いま、あらゆる生きものたちで編んだ
「生命の網」が引き裂かれつつある。
「生物多様性」保護のために、私たちが
進むべき道とはー。
カナダの環境破壊に待ったをかけた生

物学者による、「いのちのつながり」をテ
ーマにした講義。

「いのちの中にある地球」
デヴィッド・スズキ
日本放送出版協会

８０年前と少しも変わっていないプー
と仲間たち、ちょっと大人になったクリス
トファー・ロビン、そして森に突然現れた
カワウソのロッティの物語。原作の精神
と質の高さを受け継ぐ著者らによって描
かれた、プーさんの続編。

一 般 書 児 童 書

「シックス・センス」で世界を震撼
しんかん

させた
Ｍ・ナイト・シャマラン監督が創り上げた、
さらなる謎と恐怖。
見逃してはならない“サイン”（兆候）

とは何なのか。 恐ろしい事件を経て、
それらが意味していたことが明らかにな
ります。

広報ふくつ

「プーさんの森にかえる」
デイヴィッド・ベネディクタス

小学館

福津市
（N=691）

単数
回答

全国
（N=1,831）

26.3

46.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.0 15.928.4

9.7

2.32.3
3.0

2.221.6 19.719.7

家庭で1年間に行う行事食の回数

5～6回7回以上

全くしない

1～2回
不明・無回答全くしない

（18歳以上の市民）

秋休みの一日秋休みの一日



環 境

うみがめ課（津屋崎庁舎）
☎５２・４９５２（環境づくり係・清掃対策係）
☎５２・４９５３（資源リサイクル係）

男女共同参画・消費生活・文化財

生活安全課（福間庁舎） 43・8106
教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎横） 52・4968
教育総務課文化財係・古墳公園建設係
（津屋崎庁舎横） 52・4968

クリーニングに出した
カーペットカバーが行方不明？

広報ふくつ11 10広報ふくつ

白磁の素地に酸化コバルトを主成分とする顔料
がんりょう

で絵付けをし、透明
とうめい

釉
ゆう

を掛けて高温で焼いた磁器
は、描いた模様が青色に発色するため「青花

せ い か

」と呼
ばれ、およそ７００年前に元時代の中国で本格的
な生産が始まりました。室町時代に輸入された青花
は日本で「染

そ

め付
つ

け」と呼ばれました。日本において
国産の染め付けを含む磁器の生産が始まったの
は、江戸時代初頭に肥前有田の泉山

いずみやま

で磁器の原
料である良質な陶石

とうせき

が発見されてからです。
水光会病院西側の水田下を発掘した上西郷ニ

ホンスギ遺跡では、建物跡から磁器の破片が出土
しました。白い磁器片には青色で唐獅子文

か ら じ し も ん

や
芭蕉文
ばし ょ う も ん

が描かれ、模様
や形からおよそ６００年
前に明時代の中国で作
られた青花の皿と碗

わん

の
一部であることが分かり
ました。

青花と染め付け

10

▲出土した青花の破片

１１月１２日から２５
日までは「女性に対する
暴力をなくす運動」期間
です。

男女共同参画推進室（福間庁舎）
43・8116 

ドメスティック・バイオ
レンスの実態は？

【
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
重
大
な
問
題
】

配
偶
者
暴
力
防
止
法
で
は
被
害
者
を

女
性
に
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
被

害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。
配
偶
者
間

に
お
け
る
犯
罪
の
被
害
者
割
合（
平
成

二
十
一
年
警
視
庁
調
べ
）は
、女
性
が
九
二・

四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、被
害
経

験
の
割
合（
平
成
二
十
年
内
閣
府
調
べ
）で

は
、何
度
も
あ
っ
た
女
性
は
一
〇
・
八
％
、

一
、二
度
あ
っ
た
人
も
含
め
る
と
、三
三
・

二
％
の
女
性
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
経

験
し
て
い
る
の
で
す
。

【
な
ぜ
被
害
者
は
逃
げ
な
い
の
？
】

「
逃
げ
な
い
」の
で
は
な
く
、「
逃
げ
ら

れ
な
い
」の
で
す
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う

な
心
理
が
働
い
て
い
ま
す
。
①
恐
怖
感「
逃

げ
て
も
追
い
か
け
て
く
る
」、②
無
力
感

「
助
け
て
く
れ
る
人
は
誰
も
い
な
い
」、③

複
雑
な
心
理「
私
を
愛
し
て
い
る
か
ら
」

「
い
つ
か
変
わ
っ
て
く
れ
る
」、④
経
済
的
問

題「
収
入
が
な
い
か
ら
逃
げ
て
も
生
活
で

き
な
い
」、⑤
子
ど
も
の
問
題「
父
親
の
い

な
い
子
に
し
た
く
な
い
」、⑥
失
う
も
の

「
仕
事
を
や
め
た
く
な
い
」「
地
域
の
人
た

ち
と
仲
良
く
や
っ
て
い
た
の
に
」な
ど
。

【
加
害
者
の
タ
イ
プ
っ
て
あ
る
の
？
】

一
定
の
タ
イ
プ
は
無
く
、人
当
た
り
が

良
く
、社
会
的
信
用
も
あ
る
人
も
い
れ

ば
、普
段
か
ら
誰
に
対
し
て
も
暴
力
的
な

人
も
い
ま
す
。
暴
力
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、そ
の
背
景
に
は
社
会
に
男
尊
女

卑
の
考
え
方
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
注
）今
回
掲
載
し
た「
暴
力
」に
は
、身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、精
神
的
・
性

的
・
経
済
的
暴
力
な
ど
も
含
み
ま
す
。

生後９１日以上の犬を飼っている人は、狂犬病予防法で
一生に一度の犬の登録をすることと、毎年１回狂犬病の予
防注射を受けさせることが義務付けられています。
今年度の集団予防注射は４月に実施しましたが、まだ受

けさせていない人は、かかりつけの動物病院などで予防接
種を済ませてください。
料金
登録（新規） １頭３，０００円
注射　 １頭３，０５０円（注射済票交付手数料含む）

※福津市と宗像市以外の動物病院では、金額が異なる場合
があります。また、宗像獣医師会指定の動物病院以外で
注射を受けた時は、注射時に発行される「狂犬病予防注
射済証」を持って、市うみがめ課で「狂犬病予防注射済
票」の交付申請手続（済票交付手数料５５０円）を行って
ください。

犬の登録と狂犬病の
予防接種はお済みですか

手光地区において、豊かな生物多様性を将来
につなぐ、ビオトープづくりが進行中です。
この座談会を通して、地域の皆さんと一緒にビ

オトープを作っていきたいと考えていますので、前
回参加できなかった人はもちろん、多くの人の参
加をお待ちしています。

日　時 １２月４日（土） １０：００～１２：００
場　所 市中央公民館２階　研修室１
進　行 大平　裕さん

（ビオトープ管理士協会北部九州支部長）
講　師 中島　淳さん

（福岡県保健環境研修所　農学博士）
参加費 無料

申込期限 １２月３日（金）
※当日参加も受け付けます。

申込・問い合わせ
県宗像・遠賀保健福祉環境事務所　地域環境課
☎３６・２４７５　FAX３６・２５９２

【相談事例】５月中旬に、夏用のカーペットカバーをク
リーニングに出した。１０月になった今も戻ってこない。
【処理結果】クリーニング店責任者に事情を確認したとこ
ろ「工場の移転と重なり、商品が行方不明になり捜して
いる」と判明。数日後、「商品が見つかりクリーニングも仕
上がった。迷惑料として、クリーニング代金２,５００円を返

却したい」と連絡があり、相談者は納得。
【アドバイス】紛失・変色などクリーニングでのトラ

ブルが発生した場合は、業界の賠償基準に沿って賠償
される場合があります。クリーニング後に受け取った物は
すぐに仕上がりを確認し、トラブルがあった場合は、すみ
やかにクリーニング店に申し出ることが大切です。

※毎週月・水・金曜日（９：00～12：00）は市役所福間庁舎
で消費生活相談員が相談を受け付けています。
※福岡県消費生活センター（☎０９２・６３２・０９９９）でも随
時相談を受け付けています。お気軽にご利用ください。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
は
、
一
般
的

に「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る（
あ
っ
た
）

者
か
ら
の
暴
力
」と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
配
偶
者
暴
力
防
止
法
で
対
象
と
な
っ
て
い
る

「
配
偶
者（
事
実
婚
や
元
配
偶
者
も
含
む
）か
ら
の
暴

力
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

??

▲

手光ビオトープでの現地観察会

ビオトープづくり
座談会

第３回 福津市


